
設計計画 公認業者 亘理町

 　管径・管種・管路延長・勾配・ますの深さ等を検討している　

15cm以上
20cm以上
30cm以上

【その他の基準は亘理町の条例および
　　　　　　　国の基準を参照してください】

排水管の土被りは20㎝以上としている　（宅地内：20cm以上・駐車場等：60cm以上） □ □
トイレの汚水管は鋭角（45°）に合流し、段差ますとしている　（最上流の場合は鋭角に合流し段差不要） □ □
汚水管の会合点は段差ますとしている □ □
二重トラップではない □ □
《排水ヘッダーを使用する場合》　点検・清掃等ができるよう床下点検口を設置している □ □
《排水ヘッダーを使用する場合》　使用器具の資料を添付している　

　 【 排水ヘッダーの設置基準は亘理町のホームページを参照してください】

《給湯器・エアコン室外機がある場合》　排水は雨水として取り扱い、汚水管に接続していない □ □
《屋外に手洗い場等がある場合》　排水は雨水として取り扱い、汚水管に接続していない □ □
《公共桝にホールソー受口等で段差接続する場合》　使用材料の資料を添付している □ □
《縦管等が露出配管となる場合》　凍結・劣化・破損防止等の防護処置をしている □ □
公共桝・汚水ます・雨水ますの天端高を現地盤または外構計画に合わせて計画している □ □
《駐車場等荷重を受ける場合》公共桝・汚水ます・雨水ますの防護蓋の必要性を検討している

【 公共桝については、亘理町から防護鉄蓋を支給します 】

公共桝の状態を確認している

【 公共桝がコンクリート製であり劣化している場合、亘理町から修繕の依頼をします 】

除害施設の必要性を確認している

【 除害施設(阻集器 等)の設置が必要な場合、除害施設設置等届を提出してください 】

申請書・変更届 公認業者 亘理町

《申請者・届出者と使用者が異なる場合》　使用者名の記入を確認している　 □ □
《申請者・届出者と所有者が異なる場合》　所有者の承諾を確認している　 □ □
設置場所の記入を確認している　（分筆・合筆等で確定した地番等） □ □
申請者・届出者・使用者・所有者・委任者が各押印している □ □
融資あっせん制度の利用の有無を確認している □ □
平面図 公認業者 亘理町

縮尺・管径・管種・管路延長・勾配・ますの深さ等を記載している

汚水管（赤色）・雨水管（緑色）は実線で記載している　（ 既設管は破線で記載してください ） □ □
既設浄化槽(便槽)の位置・処置方法を記載している　（ 処置方法：撤去・埋設・その他 ） □ □
施工箇所の周辺状況が分かるよう、縮尺に合わせ境界線・側溝(道路)等を記載している □ □
《2階建て以上の家屋で2階以上に排水設備がない場合》【2階排水設備なし】等を記載している □ □
《申請内容に変更がある場合》　図面は変更後のみを記載し、

　　　　　　　　　　　　　　　数量表は変更後（赤色）と変更前（黒色）を並記している

縦断面図 公認業者 亘理町

縮尺・測点・区間距離・土被り・管底高・勾配等を記載している □ □
公共桝の天端高を仮BMとし記載している □ □
《申請内容に変更がある場合》　変更後のみを記載している □ □
仮設工事 公認業者 亘理町

《公共下水道に接続する場合》　申請書類と一緒に下水道使用開始等届を提出している □ □

小数点以下2位を 0 か 5 にまとめる
小数点以下1位

段差ますは下流側の深さを（ ）書きで記載

記載例
7.85

2.2/100
43（46）

管路延長
勾配

ますの深さ

m
mm
cm

種別 単位 記入数値

　深さ80cm以下
　深さ150cm以下
　深さ150cmを超えるもの

配管
汚水管と雨水管が並列する場合、汚水管が建物側

汚水管と雨水管が交差する場合、雨水管が上

管路延長
勾配

種別 基準

ますの
内径

種別 基準
管内径の120倍以下の間隔にますを設ける

2%以上5%以下

□

□ □

（基準を満たさない場合は事前に相談してください）

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□

確 認 番 号

亘理町

排水設備等工事チェックシート（申請書・変更届）　【添付書類】

（□にチェック （”☑”） を記入してください。対象外の場合は（”☒”）を記入してください）

申 請 者 ・ 届 出 者 氏 名

排 水 設 備 設 置 場 所


